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＜連絡事項＞
・本日東病棟でインフルエンザウイルス(A型)陽性者3名、新型コロナウィルス陽性者1名発生しました。東病棟は隔絶対応となり、通行は禁止となります。出退勤は東病棟Dユニット非常口を利用して下さい。食事は明日よりディスポ食器にて対応いたします。家族の差し入れや洗濯交換に関しては、南玄関に来院頂き、東病棟スタッフが外から周り対応します。

＜入室状況＞
なし

＜患者様連絡事項＞
・関野　ミキ様～入院前のように南陽館デイケア3回利用し、1/17（金）10：00自宅退院の希望あり。外泊訓練や退院前訪問指導については希望されず。本人様の状態や自宅退院後のアドバイスについては一度看護師より説明を受ける事を勧めると、今週日曜に洗濯物を取りに来た際聞いてみるとのこと。

・吉田　洋様～ご家族様より、明日16：00の面会前に退院後の施設についての相談をしたいとの連絡あり。ケアマネからは南山苑や南寿の里を勧められたとのこと。15：30来院されるため、相談員へ対応依頼する。

・岡沼　有佳様～船場Dr.へ微熱と咽頭痛があることを報告し、ポピヨンガーグル液１本と、ツムラ小柴胡湯加桔梗石膏エキス顆粒４日分処方となる。

・野坂　翔様～船場Dr.へ微熱と咳嗽、咽頭痛、関節痛、があることを報告し、ポピヨンガーグル液１本と、ツムラ小柴胡湯加桔梗石膏エキス顆粒４日分処方となる。

・吉田　洋様～体温38.6℃、新型コロナ　インフルエンザ抗原検査実施し、結果新型コロナ陽性。感冒症状や身体不調訴え無し。

・古戸　功様～体温37.8℃、新型コロナ　インフルエンザ抗原検査実施し、結果インフルエンザA型陽性。船場Dr.よりオセルタミビルカプセル７５ｍｇ５日分処方となる。

・二羽　慎様～体温38.1℃、食欲不振あり。新型コロナ　インフルエンザ抗原検査実施し、結果インフルエンザA型陽性。深澤Dr.より、点滴２本/日とタミフルカプセル７５　７５ｍｇ５日分処方となる。

・竹林　幹彦様～体温38.3℃、倦怠感と湿性咳嗽あり。新型コロナ　インフルエンザ抗原検査実施し、結果インフルエンザA型陽性。船場Dr.より点滴2本/日とオセルタミビルカプセル７５ｍｇ５日分処方となる。

・若松　広志様～夜間不眠が続いており、就床前薬にブロチゾラムＯＤ錠０．２５ｍｇ７日分臨時処方となる。

[bookmark: _GoBack]・水梨　孝純様～明日10：00退院予定であるが、9：00前に抗原検査を実施し陰性であれば退院受け入れとの事。検査結果を西舘PSWへ伝えて下さい。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中他室侵入や他者の私物いじりあり自制困難なため早めの開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時妄想発言あるが不穏興奮なく易怒性もなし。飲水要求あるも、過度とはならず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。開放中不穏興奮なくホールで過ごされているも他者トラブルもなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。スタッフコールあるも回数は少なく、10：00疼痛時ロキソプロフェンNa（60）１T、不安時ロラゼパム（0.5）１T服用している。不穏興奮や易怒的なく経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・奈良　治隆様～終日隔離中。食事は全量摂取され、疎通も良好で拒薬もなく服用している。胸部不快もなし。仕事のことを気にする発言聞かれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・寺井　のり子様～体温38.2℃、他バイタルサインは抵抗強く測定できず。感冒症状は特に見られないが食事は抵抗、拒否強く朝、昼共に不摂取。主治医指示にて点滴処方となるも、不穏、興奮、介護抵抗が強く、安全に医療行為を行うことが出来ない状態であるため、精神保健指定医柞木田Dr.診察にて14：35身体拘束開始となり点滴開始している。



